
令和７年度 博愛の里こども園 自己評価 

 【保護者アンケート集計結果】 

                １回目 １学期（６月）               ２回目 ３学期（１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【教職員アンケート集計結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 
 
令和７年度２回目の「学校評価保護者アンケート」は、80世帯中 60 世帯（75％）の回答でし

た。４点満点での評価で、平均 3.7 点。園への評価項目のみでは 3.8 点 （できている 99％）とい

う結果で、どの項目も高い評価をいただいています。特に 「  お子さんは楽しんで園に通ってい

る」が一年を通して 100％（平均 3.8 以上）という結果は、教職員一同ほっと胸をなでおろすと

同時に誇らしく思ったところです。「③主体性を育てる教育・保育活動」「④一人一人を大切にし

た教育・保育活動」といった教育保育活動の根幹に関して高い評価を得たこと、「⑧気持ちのよい

対応」「⑨安心して子供を預けることができる相談体制」「⑫環境整備」といった教育環境に関し

ても高い評価を得ていることは、園の運営方針や先生方の日頃の努力を認めてくださっていると

いうことで、今後も自信をもって教育保育活動に当たっていきたいと思います。 

 教職員のアンケート結果では、色分けした表からも一目瞭然、年々評価（達成度）が高くなっ

ていて、今や 80%以下はないという結果でした。特に、一番評価の高かった 「⑨保育者は、園児

が驚きや喜びを感じるよう体験を重視した保育を行っている」は 4.3 ポイント UP。昨年度から

取り入れた G タイム（主体的に遊び込む時間）に手ごたえを感じ、子供たちの生き生きとした

姿、園児の発言内容の変化、登園渋りの減少…等を実感する中で、保育教諭自身いろいろと工夫

して教育保育活動に取り組んでいることに対する自負の表れだと思われます。相乗効果で「⑪園

児は、集団の中で話を聞く態度や話す姿勢が育っている」という効果もぐんと得られ、その結果、

「㉒地域や保護者は、園を信頼し、親しみやすいと感じていると思う」の数値も上がっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和７年度 博愛の里こども園 自己評価（成果と課題）】 
 
 園への評価項目である①～⑨、⑫において、⑦の 95％を除き、「できている」評価が全て 100％

だったことから、園は、教育方針を示し、その方針に沿った教育保育活動を適正に行っている。 

特に、「  お子さんは楽しんで園に通っている（保護者）」「④園児は、園に通うことが楽しそ

うである（職員）」が 100％、92.5％という評価結果で素晴らしく、今後も継続していきたい。 

 職員アンケートから見ると、「⑬ 日頃から避難訓練や安全教育を実施し、緊急時に備えている」

の項目は常に高く、 「 園児は、運動会や発表会等、いろいろな行事に喜んで取り組んでいる」の

評価が上がっていることから、園は、園児の命に係わることや日々の園児の教育保育活動を充実

させ、園児の豊かな将来を見据えて教育・保育活動を行っている。 

今後も本園の強みを継続し、自信をもって教育・保育活動を進めていくことで、 「①園の教育・

保育目標が日々の教育・保育活動に生かされる」よう努力し、「②園行事は、園の教育・保育目標

にそって展開・実施される」よう進めていく。 

また、良い教育保育活動が展開されるために、園は、職員にとって安全で働きやすい職場環境

にする必要がある。今後も 「⑭園は、安全で働きやすい職場環境になるよう」一層努力していく。 

また、本園の卒園児たちが、小学校へ進学しても自信をもって学校生活を送れるよう、幼保小

連携を進めると共に、家庭生活の一層の充実のため保護者への啓発も行っていく。 

 

【まとめ】 
 

本園の目指す子供像「元気いっぱい：明るく元気な子供（体）」「やる気まんまん：

自分で考え、進んでする子供（知）」「笑顔にこにこ：仲良く、思いやりのある子供

（徳）」の達成に向け、教育・保育要領に示されている５領域（健康・人間関係・環

境・言葉・表現）それぞれのねらいを念頭に置き、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい 10 の姿」が達成できるよう、一層「園児の主体性、創造性を重視した活動」

「興味関心を引き出す活動」「遊び込み」「話し合い活動」を行っていく。 

 


